
破
壊
さ
れ
た
街
や
犠
牲
と
な
っ
た
人
び
と
の
映
像
に
触
れ
る

た
び
、
心
が
痛
み
ま
す
。

世
界
で
は
今
も
人
び
と
の
命
と
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
る
状
況

が
続
く
地
域
が
あ
り
ま
す
。

戦
争
が
決
し
て
遠
い
昔
の
出
来
事
で
も
、
ひ
と
ご
と
で
も
な

い
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
「
今
」
が
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

今
、
何
を
考
え
、
ど
ん
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
の
か
・
・
・
。

未
来
は
み
な
さ
ん
で
創
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
島
市
平
和
記
念
式
典
児
童
派
遣
事
業
を
と
お
し
て
、

平
和
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
和
を

継
ぐ
た
め
に

特
集

2

■
鶴
ヶ
島
市
平
和
都
市
宣
言

　
平
成
23
年
８
月
４
日
に
市
制
施
行

20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
開
か
れ
た

「
鶴
ヶ
島
市
子
ど
も
議
会
」
で
は
、

将
来
に
わ
た
り
夢
や
希
望
が
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、「
わ

た
し
た
ち
の
平
和
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
誓
い
を
立

て
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
は
平
成
24
年
３

月
30
日
に
「
鶴
ヶ
島
市
平
和
都
市
宣

言
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
「
宣

言
」
は
子
ど
も
た
ち
の
思
い
と
、
今

あ
る
平
和
が
人
び
と
の
絆
の
も
と
で

成
り
立
っ
て
い
る
大
切
さ
を
、
未
来

へ
伝
え
て
い
く
強
い
決
意
と
し
て
表

し
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
国
際
社
会
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
も
ち
、

恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た
意
識

が
、
地
域
社
会
を
含
め
、
よ
り
多
く

の
人
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

■
広
島
市
平
和
記
念
式
典
児
童
派

遣
事
業

　
鶴
ヶ
島
市
で
は
、「
鶴
ヶ
島
市
平

和
都
市
宣
言
」
の
も
と
、
平
成
24
年

度
か
ら
平
和
意
識
啓
発
事
業
の
一
環

と
し
て
、
広
島
市
平
和
記
念
式
典
児

童
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
市
内
小
学
校
の
代
表

で
あ
る
６
年
生
が
、
７
月
31
日
か
ら

８
月
１
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
広

島
市
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、原
爆
ド
ー
ム
、

平
和
記
念
公
園
、
平
和
記
念
資
料
館

の
視
察
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
、
国

際
的
な
視
点
で
戦
争
の
悲
惨
さ
、
命

の
尊
厳
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た（
式
典
へ
の
一
般
参
加
は

入
場
制
限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
参
加

を
見
送
り
ま
し
た
）。

知
る

若い世代にとって、戦争は遠い昔の出来事になりつつあります。
私たちが暮らしている平和な日本は、悲惨な戦争の歴史を乗り越えて
つくられました。

鶴ヶ島市平和都市宣言（抜粋）

１ 　わたしたちは、一人ひとりの命と人権を尊重し、
いじめや差別を絶対に許しません。

１ 　わたしたちは、地域の絆を深め、人を思いやり、
助け合いながら地域活動に積極的に参加します。

１ 　わたしたちは、地域の人たちと協力して、犯罪
や事故のない、子どもからお年寄りまで安心して
暮らせるまちにします。

１ 　わたしたちは、自然を大切にし、緑を増やし、
人と自然が共生できるまちにします。

１ 　わたしたちは、目に見えない「放射能」という
怖さをもっている「原子力」のあり方についてみ
んなで考えていきます。

１ 　わたし１ 　わたしたちは、戦争と核兵器のない、誰もが幸
せに暮らせせに暮らせる平和な社会をつくります。 

　私たち鶴ヶ島市私たち鶴ヶ島市民は、この誓いを真摯に受け止め止め
ます。ます。

特集　　　平和を継ぐために

過
去
の
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
、
そ
の
歴
史

を
知
る
こ
と
。

そ
し
て
、
正
し
く
判
断
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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■
参
加
報
告
会

　
８
月
27
日
、
西
市
民
セ
ン
タ
ー
で

広
島
市
に
派
遣
さ
れ
た
児
童
た
ち
の

参
加
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
児
童
の
保
護
者
の
ほ
か
、

た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
西
市
民
セ
ン

タ
ー
集
会
室
の
座
席
は
ほ
ぼ
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　
開
会
に
続
き
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ

を
聞
く
際
に
は
、
少
し
緊
張
の
面
持

ち
だ
っ
た
児
童
た
ち
。
い
ざ
、
自
分

の
発
表
の
時
間
に
な
る
と
、
全
員
が

大
き
く
は
っ
き
り
と
し
た
声
で
堂
々

と
感
想
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
ら
が
撮
影
し
た
写
真
や

描
い
た
絵
、
様
々
な
資
料
を
取
り
入

れ
て
作
成
し
た
冊
子
は
、
と
て
も
分

か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
感
想
文
、
冊
子
と
も
、
児
童
た
ち

が
、
広
島
市
で
「
見
て
」
「
聞
い

て
」
「
感
じ
た
」
こ
と
が
と
て
も
よ

く
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
報
告
会
に

参
加
し
た
方
々
に
も
十
分
に
事
業
の

成
果
が
伝
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

■
派
遣
児
童
感
想
文

　
派
遣
児
童
た
ち
が
、
被
爆
地
・
広

島
で
「
見
て
」「
聞
い
て
」「
感
じ
た
」 

こ
と
を
ま
と
め
た
感
想
文
を
次
の

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す（
ス
ペ
ー
ス

の
都
合
上
、
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

担
当
で
文
章
を
編
集
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
）。

　
な
お
、
児
童
た
ち
の
感
想
文
の
全

文
は
、
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
予
定
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
未
来
に
平
和
を
つ
な
ぐ

　
日
本
は
平
和
な
国
だ
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、新
聞
や
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
は
、
い
じ
め
や
虐
待
、
自

殺
な
ど
に
よ
っ
て
、
毎
日
の
よ
う
に

多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
戦
争
を
体
験
し
た
方
た
ち
は
、「
悲

惨
な
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

い
け
な
い
」
と
訴
え
ま
す
。

　
過
去
の
悲
し
い
歴
史
は
変
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
「
で
き

ご
と
」
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
そ

こ
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
未
来
に
今
ま

で
以
上
に
平
和
な
社
会
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
未
来
は
、
現
在
と
の
延
長
線
上
に

あ
り
ま
す
。
今
、
私
た
ち
は
何
を
考

え
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か･･･

。
一
人
ひ
と
り
が
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　「
平
和
」
に
つ
い
て
、
家
族
や
友

達
と
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

伝
え
る

つ
な
ぐ

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
77
年
。

今
こ
の
瞬
間
も
、
世
界
に
は
日
常
を
奪
わ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

戦
争
は
、
昔
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
代
が
変
わ
っ
て
も
「
平
和
へ
の
思
い
」
は
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
平
和
を
ず
っ
と
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

育っています！
　� 被爆アオギリ2世
　市では、広島市から被爆アオギリ2
世の苗を譲り受け、平成24年度の児
童派遣参加者が植樹し、市役所南側で
育てています。

　親木のアオギリは、爆心地から北東
1.3 kmにある旧広島逓信局の中庭で
被爆しました。爆心地側の幹半分が熱
線と爆風により焼けてえぐられました
が、焦土の中で青々と芽を吹き返し、
被爆者に生きる希望を与えました。
　その後、このアオギリは昭和48年
に平和記念公園内に移植され、今でも
樹皮が傷跡を包むようにして成長を続
けています。
　被爆アオギリ2世は、このアオギリ
の種から育てられたもので、「平和を愛
する心」、「命あるものを大切にする心」
を育み、平和の尊さを伝えるとともに、
過ちを再び繰り返さないよう、被爆の
実相を後世に伝えます。
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特集　　　平和を継ぐために

広島で学んだこと～戦争について～
 栄小学校　高

たかはし

橋 茜
あかね

さん

広島に行き感じたこと
 藤小学校　栗

く り た

田 倫
りん

さん

8月6日を知って
 新町小学校　杉

す ぎ た

田 美
み つ き

月妃さん

広島に行って
 杉下小学校　村

むらおか

岡 奏
か な と

昴さん

平和な未来を創る
 鶴ヶ島第一小学校　甲

か い

斐 龍
りょうたろう

太郎さん

戦争の悲惨さと平和の尊さ
 鶴ヶ島第二小学校　秋

あきやま

山 奏
そ ら

樂さん

　広島県に原爆が投下さ
れたのは、今から77年
前の1945年8月6日午前
8時15分です。広島市街
地の中心部の上空約600
メートルで爆発し、一瞬
にして建物が倒壊。そし
て、多くの人びとの命がうばわれました。私
は2日間で3つの場所を見て回りました。
　一つ目は、原爆ドームです。原爆ドームの
ほぼ真上から爆風があたったため、被爆した
時のまま残ったそうです。
　二つ目は、平和記念公園です。その中でも、
印象に残ったところを紹介します。それは原
爆の子の像です。私たちが近くを通ったとき、
かねを鳴らしている方がたくさんいました。
また、その近くには、折り鶴をささげるとこ
ろがあります。原爆の子の像には、平和を願
う人びとが作った、たくさんの折り鶴がかざ
られています。
　三つ目は、平和記念資料館です。資料館に
は、当時の様子がわかるものがたくさんあり
ます。
　今、私たちが生きていられることは当たり
前だと思っていませんか。私たちが今平和に
暮らせているのも、戦争の時代を生きてきた
人が形で残してくれたからだと思います。み
なさんも、平和について考えてみませんか。 

　広島市は大きなビルも
建ち並び、大きな駅があ
り、きれいで活気あふれ
たすてきな町でした。し
かし、原爆ドームの前は、
いきなり静かになってい
て、原爆の悲惨さがよく
伝わってくる建物でした。
　原爆は、広島上空の600メートルで炸裂し
たため、上からの衝撃だったため、大きな建
造物の一部が残ったそうです。
　戦争の悲惨さがよくわかったのは、広島平
和記念資料館です。活気があふれる良い町を、
たった一発の爆弾で爆心地から3000メート
ルの家を破壊してしまいました。約35万人
の人が亡くなったといわれています。
　記念館の最後の方に、今も残る核兵器の課
題などの部屋がありました。その部屋には、
広島の核兵器をゼロにする努力などが書いて
ありました。しかし、核保有国のすべての国
がこの条約に参加しているわけではありませ
ん。日本など核保有国に守られている国も参
加していません。この問題を解決するには、
国に働きかけねばいけません。一人ひとりが
平和がどれだけ大切か、そして核兵器はダメ
ということを認識し一人ひとりが声をあげて
いくのが大切だと思いました。 

　1945年8月 広 島 県 と
長崎県に原爆が落とされ
ました。私はこのことを
知り、原爆ドームを見た
いと思っていました。そ
してこの派遣で見ること
ができました。そこで学

んだことをお話します。
　原爆ドームは、時が止まったように骨組み
しか残っておらず、写真や資料で見ていたと
きより迫力がありました。
　原爆の子の像は、2歳で被爆した佐

さ さ き

々木禎
さだ

子
こ

さんがモチーフになっています。禎子さん
のように原爆で亡くなった子どもたちの霊を
慰め平和を築くためにつくられたのが原爆の
子の像です。
　資料館に当時のものや被爆を体験した人が
描いた絵、写真があります。館内は暗いので、
まわっていてもいつ涙が出るか分かりません
でした。
　広島の8月6日のことを考えるのは辛いけ
ど、忘れてはいけないし、未来の子どもたち
へ伝えていかなければいけません。まずは身
の周りの人に知ってもらい、それから広がる
といいです。そして、多くの人に私たちは核
兵器をつくらない、もたない、もちこませな
いということ、共に平和を広めるということ
を理解してもらいたいです。

　広島市児童派遣事業に
応募したきっかけは、8
月6日のあの日に、広島
になぜ原爆が落とされて、
何が起こったのかを、く
わしく知り、原爆の恐ろ
しさを皆さんに伝えよう

と思ったからです。
　平和記念公園や資料館を見学して、特に驚
いたことが三つあります。
　一つ目は、長引く戦争を終わらせるための
手段として、原爆が使用されたということです。
　二つ目は、被爆してすぐではなく、後から
現れる後障害によって亡くなり、現在も悩ま
されている人がたくさんいるということです。
　三つ目は、「原爆の子の像」のモデルになっ
た禎子さんが、闘病しながらも、病気が治る
ことを願い、折り鶴を折り続けていたという
ことです。
　僕は、2日間で、戦争の悲惨さや、平和の尊
さを学んできました。でも、皆さんに一番伝
えたいのは、やっぱり戦争をしないことがと
ても大切だということです。なぜなら、そも
そも戦争をしなければ原爆も落とされないし、
無意味な犠牲も生まれないからです。そのた
めには、国と国との間で仲良くなること、また、
争いではなく対話で解決をすることができれ
ば、戦争が少なくなっていくと思います。 

　想像してみてくださ
い。今、鶴ヶ島市に原爆
が落ちてきたら。道が死
体で埋め尽くされていた
ら。住んでいる家が無く
なってしまったら。大好
きな家族や友達と会えな

くなったら。僕は嫌です。ただただ恐ろしく
て、悲しくてたまりません。
　広島を訪れるまでは、単純に、戦争は起こ
してはいけないものとしか考えていませんで
した。しかし、広島で戦争や原爆の恐ろしさ
を感じ、より多く、深く考えるようになりま
した。今、僕たちが平和に暮らせるのは、被
爆者や戦争を経験した人びとが、戦争を二度
と繰り返してはならないと伝え続けているか
らです。　　
　広島で被爆した人は、相手にやり返そうと
いう考えは持っていません。自分と同じ苦し
みを、もう誰にも受けてほしくないという思
いで、核廃絶の活動を続けている人がいます。
戦争を知らない僕たちも、戦争や原爆の悲惨
さを知り、恐ろしさを共感することで、戦争
のない平和な世界を創ることができます。僕
も、平和な未来を創るために、周囲の人を思
いやり、互いを認め、協力し合う行動をして
いきます。 

　原子爆弾は、1945年
8月6日 午 前8時15分 に
広島県の広島市に落ちま
した。「リトル・ボーイ」
と呼ばれた長さ約3メー
トルの爆弾の影響で、半
径2キロメートルにある

建物は全壊し、この年の12月までに約14万
人の人が亡くなりました。また、生き残った
人も白血病やがんなどの後遺症に苦しみ続け
ています。
　原爆ドームは、このような被害が出た中で、
奇跡的に形が残った建物です。建物をただ見
るだけでは意味は分かりません。ここで起き
たことを学ぶことで原爆の恐ろしさを知るこ
とができます。自分の近くでもし同じことが
起きたらと想像すると今が平和なことがわか
り、同じことを繰り返してはいけないと考え
ます。
　戦争のない今の時代は平和です。しかし、
なにもしないで平和が続くとは思いません。
広島の人たちのように昔あったことを忘れず
にみんなに伝えていたり、戦争をしない憲法
を作ったりして、色々な人の努力で平和を
守っています。僕にできることは広島で学ん
だ戦争の悲惨さと平和の尊さを学校のみんな
に伝えることです。平和のために自分ができ
ることをしたいと思います。 
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